
東京都千代田区丸の内一丁目 9番 1号
お問い合わせ先（コールセンター）
TEL 0 1 2 0 ― 1 0 6 2 1 2
　　　（営業日の 9：00～17：00）
h t t p : / /www . d a iw a－am . c o . j p /

受益者のみなさまへ

毎々、格別のご愛顧にあずかり厚くお礼申
し上げます。

さて、「ダイワ・インド株ファンド（愛称：
パワフル・インド）」は、このたび、第₂₆期
の決算を行ないました。

ここに、第₂₅期、第₂₆期中の運用状況をご
報告申し上げます。

今後とも一層のお引立てを賜りますよう、
お願い申し上げます。

<3101>

ダイワ・インド株ファンド
（愛称：パワフル・インド）

★当ファンドの仕組みは次の通りです。
商 品 分 類 追加型投信／海外／株式
信 託 期 間 約₁₀年間（₂₀₀₈年 ₆ 月₁₃日～₂₀₁₈年 ₆ 月 ₇ 日）
運 用 方 針 信託財産の成長をめざして運用を行ないます。

主 要 投 資
対 象

ベビーファンド ダイワ・インド株マザーファ
ンドの受益証券

ダイワ・インド株
マザーファンド

インドまたはその他の国の金
融商品取引所に上場（上場予
定を含みます。）するインドの
企業の株式およびＤＲ（預託
証書）

マ ザ ー
ファンドの
運 用 方 法

①インドの企業の株式（ＤＲを含みます。）
から企業のファンダメンタルズ、成長性等を
総合的に勘案して銘柄選択を行ないます。
②株式（ＤＲを含みます。）の組入比率は、
原則として高位（信託財産の純資産総額の80
％程度以上）とします。
③保有外貨建資産について、為替変動リスク
を回避するための為替ヘッジは行ないません。

組 入 制 限
ベビーファンドのマザーファンド組入上限比率 無制限
マザーファンドの株式組入上限比率 無制限

分 配 方 針

分配対象額は、経費控除後の配当等収益と売
買益（評価益を含みます。）等とし、原則と
して、基準価額の水準等を勘案して分配金額
を決定します。ただし、分配対象額が少額の
場合には、分配を行なわないことがあります。

当ファンドは、ファミリーファンド方式で運用を行ないま
す。ファミリーファンド方式とは、受益者からの資金をまと
めてベビーファンド（当ファンド）とし、その資金を主とし
てマザーファンドの受益証券に投資して、実質的な運用をマ
ザーファンドで行なう仕組みです。

運用報告書（全体版）
第2₅期（決算日　2014年 9 月 8 日）
第2₆期（決算日　2014年12月 8 日）



ダイワ・インド株ファンド

■最近10期の運用実績

決　 算 　期
基　準　価　額 ＭＳＣＩインド指数

（配当込み、円換算） 株　　式
組入比率 

株式先物
比　　率

純 資 産
総　　額

（分配落） 税込み
分配金

期　中
騰落率 （参考指数） 期　中

騰落率
円 円 ％ ％ ％ ％ 百万円

₁₇期末（₂₀₁₂年 ₉ 月 ₇ 日） ₆, ₃₇₁ ₀ ₄. ₁ ₆, ₄₉₄ ₄. ₄ ₉₃. ₆ ₄. ₅ ₆₃₃
₁₈期末（₂₀₁₂年₁₂月 ₇ 日） ₇, ₇₂₄ ₀ ₂₁. ₂ ₇, ₉₆₁ ₂₂. ₆ ₉₃. ₅ ₄. ₂ ₇₁₄
₁₉期末（₂₀₁₃年 ₃ 月 ₇ 日） ₈, ₄₄₀ ₀ ₉. ₃ ₈, ₈₀₅ ₁₀. ₆ ₉₂. ₂ ₄. ₈ ₇₂₅
₂₀期末（₂₀₁₃年 ₆ 月 ₇ 日） ₈, ₄₃₀ ₀ △ ₀. ₁ ₈, ₉₇₀ ₁. ₉ ₈₉. ₅ ₅. ₁ ₆₈₅
₂₁期末（₂₀₁₃年 ₉ 月 ₉ 日） ₇, ₂₆₀ ₀ △ ₁₃. ₉ ₇, ₈₂₁ △ ₁₂. ₈ ₈₈. ₁ ₅. ₈ ₇₀₈
₂₂期末（₂₀₁₃年₁₂月 ₉ 日） ₈, ₆₀₅ ₀ ₁₈. ₅ ₉, ₃₀₉ ₁₉. ₀ ₉₁. ₈ ₃. ₇ ₇₇₇
₂₃期末（₂₀₁₄年 ₃ 月 ₇ 日） ₉, ₀₁₇ ₀ ₄. ₈ ₉, ₆₁₃ ₃. ₃ ₉₀. ₆ ₃. ₃ ₇₀₄
₂₄期末（₂₀₁₄年 ₆ 月 ₉ 日） ₁₀, ₆₁₇ ₅₀₀ ₂₃. ₃ ₁₁, ₅₀₅ ₁₉. ₇ ₉₃. ₈ ₄. ₂ ₄₆₁
₂₅期末（₂₀₁₄年 ₉ 月 ₈ 日） ₁₀, ₆₁₇ ₈₀₀ ₇. ₅ ₁₂, ₃₅₂ ₇. ₄ ₉₂. ₈ ₃. ₃ ₄₉₃
₂₆期末（₂₀₁₄年₁₂月 ₈ 日） ₁₀, ₇₆₂ ₁, ₆₀₀ ₁₆. ₄ ₁₄, ₄₆₃ ₁₇. ₁ ₉₁. ₅ ₃. ₅ ₈₂₁

（注 ₁ ）基準価額の騰落率は分配金込み。
（注 ₂ ） ＭＳＣＩインド指数（配当込み、円換算）は、ＭＳＣＩ Inc.の承諾を得て、ＭＳＣＩインド指数（配当込み、インド・ルピー建て）をもとに

円換算し、当ファンド設定日を₁₀, ₀₀₀として大和投資信託が計算したものです。ＭＳＣＩインド指数は、ＭＳＣＩ Inc.が開発した株価指数
で、同指数に対する著作権、知的所有権その他一切の権利はＭＳＣＩ Inc.に帰属します。またＭＳＣＩ Inc.は、同指数の内容を変更する権
利および公表を停止する権利を有しています。

（注 ₃ ）海外の指数は、基準価額への反映を考慮して、現地前営業日の終値を採用しています。
（注 ₄ ） 株式および株式先物の組入比率は、マザーファンドの組入比率を当ファンドベースに換算したものを含みます。
（注 ₅ ）株式先物比率は買建比率－売建比率です。
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ダイワ・インド株ファンド

年 月 日
基 準 価 額 ＭＳＣＩインド指数

（配当込み、円換算） 株　　式
組入比率

株式先物
比　　率

騰 落 率 （参考指数） 騰 落 率

第₂₅期

円 ％ ％ ％ ％
（期首）₂₀₁₄年 ₆ 月 ₉ 日 ₁₀, ₆₁₇ ― ₁₁, ₅₀₅ ― ₉₃. ₈ ₄. ₂

₆ 月末 ₁₀, ₂₁₀ △ ₃. ₈ ₁₁, ₁₂₃ △ ₃. ₃ ₉₂. ₂ ₄. ₄
₇ 月末 ₁₀, ₈₀₁ ₁. ₇ ₁₁, ₇₇₂ ₂. ₃ ₉₂. ₄ ₃. ₃
₈ 月末 ₁₀, ₉₉₁ ₃. ₅ ₁₂, ₀₁₉ ₄. ₅ ₉₃. ₅ ₃. ₃

（期末）₂₀₁₄年 ₉ 月 ₈ 日 ₁₁, ₄₁₇ ₇. ₅ ₁₂, ₃₅₂ ₇. ₄ ₉₂. ₈ ₃. ₃

第₂₆期

（期首）₂₀₁₄年 ₉ 月 ₈ 日 ₁₀, ₆₁₇ ― ₁₂, ₃₅₂ ― ₉₂. ₈ ₃. ₃
₉ 月末 ₁₀, ₇₂₅ ₁. ₀ ₁₂, ₅₂₃ ₁. ₄ ₉₁. ₃ ₃. ₂
₁₀月末 ₁₀, ₇₄₆ ₁. ₂ ₁₂, ₆₉₆ ₂. ₈ ₉₄. ₀ ₃. ₂
₁₁月末 ₁₂, ₀₆₅ ₁₃. ₆ ₁₄, ₂₀₁ ₁₅. ₀ ₈₇. ₄ ₃. ₄

（期末）₂₀₁₄年₁₂月 ₈ 日 ₁₂, ₃₆₂ ₁₆. ₄ ₁₄, ₄₆₃ ₁₇. ₁ ₉₁. ₅ ₃. ₅
（注）期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比。

■当作成期間（第2₅期・第2₆期）中の基準価額と市況の推移
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第26期末
（2014. 12. 8）

第24期末
（2014. 6. 9）

第25期末
（2014. 9. 8）

基準価額（左軸）　　　　分配金再投資基準価額（左軸）　　　　純資産総額（右軸）

＊ 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォーマンスを示
すものであり、お客さまの損益の状況を示すものではありません。

＊ 分配金を再投資するかどうかについては、お客さまが利用するコースにより異なります。また、分配金の課税条件は、ファンドの購入価額により
異なります。
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ダイワ・インド株ファンド

《運用経過》

◆基準価額等の推移について
【基準価額・騰落率】

第₂₅期首：₁₀, ₆₁₇円　第₂₆期末：₁₀, ₇₆₂円（既払分配金₂, ₄₀₀円）　騰落率：₂₅. ₂％（分配金再投資ベース）
【基準価額の主な変動要因】

インドの企業の株式に投資した結果、インド株式市況が上昇したことや為替相場において円安インド・ルピー高が進んだ
ことが寄与して、基準価額は値上がりしました。

◆投資環境について
○インド株式市況

インド株式市況は上昇しました。
第₂₅期首から₂₀₁₄年 ₉ 月中旬にかけては、モディ政権による外資企業の投資活性化政策や補助金削減等による財政赤字

削減に対する期待感から買い優勢となりました。₁₀月中旬にかけては、鉱工業生産の伸び率が市場予想を下回ったこと
や、欧州および中国の景気悪化懸念等から売りに押される展開となりました。その後は、原油市況の下落によるインフレ
低減が見込まれたことや、₂₀₁₅年早期の利下げ実施による経済成長加速期待などを背景に再び上昇基調となり、第₂₆期末
を迎えました。

○為替相場
円に対してインド・ルピーは上昇しました。
インド準備銀行（中央銀行）の為替介入観測などを背景にインド・ルピーが対米ドルでやや下落した一方で、日銀の追

加金融緩和の実施や日本の₂₀₁₄年 ₇ － ₉ 月期ＧＤＰ（国内総生産）成長率が市場予想を大幅に下回ったことを背景に円安
米ドル高が進んだ結果、円安インド・ルピー高となりました。

◆前作成期間末における「今後の運用方針」

〈株式組入比率〉
投資環境に鑑み、当面₈₀～₁₀₀％とする運用を継続する方針です。

〈ポートフォリオ〉
主として「ダイワ・インド株マザーファンド」の受益証券へ投資を行ない、インド企業の株式および株価指数先物

（マザーファンドを通じて投資するものを含みます。）の純資産総額に対する組入比率を₈₀％程度以上とするよう、運
用していきます。

◆ポートフォリオについて
○当ファンド

「ダイワ・インド株マザーファンド」の受益証券へ投資を行ないました。
○ダイワ・インド株マザーファンド

高い利益成長が見込まれる銘柄に分散投資を行ないました。業種では、海外での売上高増加が見込まれるＩＴサービス
企業を中心とした情報技術セクターや、所得水準の向上や民間消費の拡大に伴い業績拡大が見込まれる金融セクターを組
入上位としました。個別銘柄では、欧州での受注拡大や対米ドルでのインド・ルピーの下落による業績拡大が見込まれた
INFOSYS LTD（情報技術）や、住宅ローンの需要拡大や調達金利の低下による業績改善が見込まれた HOUSING 
DEVELOPMENT FINANCE（金融）を組入上位としました。
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ダイワ・インド株ファンド

◆ベンチマークとの差異について
当ファンドは運用の目標となるベンチマークを設けておりません。以下のグラフは、当ファンドの基準価額と参考指数の

騰落率の対比です。

◆分配金について
【収益分配金】

₁ 万口当り分配金（税込み）は、第₂₅期は₈₀₀円、第₂₆期は₁, ₆₀₀円といたしました。

■分配原資の内訳（ 1 万口当り）

項 目
第₂₅期 第₂₆期

₂₀₁₄年 ₆ 月₁₀日 ₂₀₁₄年 ₉ 月 ₉ 日
～₂₀₁₄年 ₉ 月 ₈ 日 ～₂₀₁₄年₁₂月 ₈ 日

当 期 分 配 金 （ 税 込 み ） （円） ₈₀₀ ₁, ₆₀₀
対 基 準 価 額 比 率 （％） ₇. ₀₁ ₁₂. ₉₄
当 期 の 収 益 （円） ₇₆₇ ₁, ₄₃₁
当 期 の 収 益 以 外 （円） ₃₂ ₁₆₈

翌 期 繰 越 分 配 対 象 額 （円） ₂, ₆₇₀ ₂, ₅₀₄
（注 ₁ ） 「当期の収益」は「経費控除後の配当等収益」および「経費控除後の有価証券売買等損益」から分配に充当

した金額です。また、「当期の収益以外」は「収益調整金」および「分配準備積立金」から分配に充当した金
額です。

（注 ₂ ） 円未満は切捨てており、当期の収益と当期の収益以外の合計が当期分配金（税込み）に合致しない場合があ
ります。

（注 ₃ ）  当期分配金の対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率で、ファ
ンドの収益率とは異なります。

（％）
18. 0
16. 0
14. 0
12. 0
10. 0
8. 0
6. 0
4. 0
2. 0
0. 0

第25期
（2014. 6. 9～2014. 9. 8）

第26期
（2014. 9. 8～2014. 12. 8）

基準価額
ＭＳＣＩインド指数（配当込み、円換算）
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ダイワ・インド株ファンド

【決定根拠、留保益の今後の運用方針】
収益分配金の決定根拠は下記の「収益分配金の計算過程（ ₁ 万口当り）」をご参照ください。
なお、留保益につきましては、運用方針に基づき運用させていただきます。

■収益分配金の計算過程（ 1 万口当り）
項 目 第 25 期 第 ₂₆ 期

（ａ）経 費 控 除 後 の 配 当 等 収 益 ₅₄. ₅₀円 ₁₅. ₇₈円
（ｂ）経費控除後の有価証券売買等損益 ₇₁₃. ₁₄ ₁, ₄₁₆. ₂₀
（ｃ）収 益 調 整 金 ₁, ₁₃₈. ₃₁ ₁, ₈₇₁. ₃₁
（ｄ）分 配 準 備 積 立 金 ₁, ₅₆₄. ₇₂ ₈₀₁. ₂₈
（ｅ）当期分配対象額（ａ＋ｂ＋ｃ＋ｄ） ₃, ₄₇₀. ₆₉ ₄, ₁₀₄. ₅₉
（ｆ）分 配 金 ₈₀₀. ₀₀ ₁, ₆₀₀. ₀₀
（ｇ）翌 期 繰 越 分 配 対 象 額（ ｅ － ｆ ） ₂, ₆₇₀. ₆₉ ₂, ₅₀₄. ₅₉
（注）下線を付した該当項目から分配金を計上しています。

《今後の運用方針》

○当ファンド
「ダイワ・インド株マザーファンド」の受益証券へ投資を行ないます。

○ダイワ・インド株マザーファンド
企業の成長力に着目し、インド経済の長期的な成長の恩恵を享受する銘柄への投資を行なう方針です。業種では、インフ

レ率の低下を背景とした今後の利下げ見通しから業績拡大が予想される銀行を中心とした金融セクターに注目しています。
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ダイワ・インド株ファンド

■ 1 万口当りの費用の明細

項　　　目
第₂₅期～第₂₆期

項　　目　　の　　概　　要（₂₀₁₄. ₆. ₁₀～₂₀₁₄. ₁₂. ₈）
金　額 比　率

信託報酬 ₉₈円 ₀. ₉₀₄％ 信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率
　　　　　期中の平均基準価額（月末値の平均値）は₁₀, ₈₂₄円です。

（投信会社） （₄₇） （₀. ₄₃₁） 投信会社分は、ファンドの運用と調査、受託銀行への運用指図、基準価額の計算、目論見書・運用報告書の作成等の対価
（販売会社） （₄₇） （₀. ₄₃₁） 販売会社分は、運用報告書等各種書類の送付、口座内での各ファンドの管理、購入後の情報提供等の対価
（受託銀行） （₅） （₀. ₀₄₃） 受託銀行分は、運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価

売買委託手数料 ₄₁ ₀. ₃₇₇ 売買委託手数料＝期中の売買委託手数料／期中の平均受益権総口数
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料

（株式） （₄₀） （₀. ₃₇₂）
（先物） （₁） （₀. ₀₀₅）

有価証券取引税 ₁₃ ₀. ₁₂₃ 有価証券取引税＝期中の有価証券取引税／期中の平均受益権口数
有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金

（株式） （₁₃） （₀. ₁₂₃）
その他費用 ₁₇₉ ₁. ₆₅₀ その他費用＝期中のその他費用／期中の平均受益権口数

（保管費用） （₁₇） （₀. ₁₅₈） 保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管および資金の送金・資産の移転等に要する費用
（監査費用） （₀） （₀. ₀₀₃） 監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用
（その他） （₁₆₁） （₁. ₄₈₉） キャピタルゲイン税および信託事務の処理等に関するその他の費用
合計 ₃₃₁ ₃. ₀₅₄

（注 ₁ ） 期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は追加、解約によって受益権口数に変動があるため、項目の概要の簡便法により算出した結果です。なお、売買委託
手数料、有価証券取引税およびその他費用は、このファンドが組入れているマザーファンドが支払った金額のうち、このファンドに対応するものを含みます。

（注 ₂ ）金額欄は各項目ごとに円未満を四捨五入してあります。
（注 ₃ ）比率欄は ₁ 万口当りのそれぞれの費用金額を期中の平均基準価額で除して₁₀₀を乗じたものです。

■株式売買金額の平均組入株式時価総額に対する割合
（₂₀₁₄年 ₆ 月₁₀日から₂₀₁₄年₁₂月 ₈ 日まで）

項 目 第 ₂₅ 期 ～ 第 ₂₆ 期
ダイワ・インド株マザーファンド

（ａ）期 中 の 株 式 売 買 金 額 ₂, ₂₇₆, ₁₉₀千円 

（ｂ）期中の平均組入株式時価総額 ₁, ₉₄₂, ₄₃₉千円 

（ｃ）売 買 高 比 率 （ａ）／（ｂ） ₁. ₁₇ 
（注 ₁ ）（b）は各月末現在の組入株式時価総額の平均。
（注 ₂ ）単位未満は切捨て。

■売買および取引の状況
親投資信託受益証券の設定・解約状況

（₂₀₁₄年 ₆ 月₁₀日から₂₀₁₄年₁₂月 ₈ 日まで）

決　算　期
第　₂₅   期　～　第　₂₆   期

設 定 解 約
口 数 金 額 口 数 金 額

ダ イ ワ・
イ ン ド 株
マザーファンド

千口 千円 千口 千円

₂₁₅, ₆₆₉ ₃₂₇, ₀₀₀ ₉₀, ₁₈₈ ₁₄₀, ₀₀₀ 

（注）単位未満は切捨て。

■組入資産明細表
親投資信託残高

種 類 第₂₄期末 第　₂₆   期　末
口　　数 口　　数 評 価 額

千口 千口 千円
ダ イ ワ ・ イ ン ド 株
マ ザ ー フ ァ ン ド ₃₃₄, ₂₀₆ ₄₅₉, ₆₈₇ ₈₀₆, ₃₃₇ 

（注）単位未満は切捨て。

■利害関係人との取引状況
　当作成期間（第2₅期～第2₆期）中における利害関係人
との取引はありません。
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ダイワ・インド株ファンド

■投資信託財産の構成
₂₀₁₄年₁₂月 ₈ 日現在

項 目 第　₂₆　期　末
評　価　額 比　　 率

千円 ％
ダイワ・インド株マザーファンド ₈₀₆, ₃₃₇ ₈₄. ₈ 

コ ー ル ・ ロ ー ン 等、 そ の 他 ₁₄₄, ₉₃₉ ₁₅. ₂ 

投 資 信 託 財 産 総 額 ₉₅₁, ₂₇₆ ₁₀₀. ₀ 
（注 ₁ ）評価額の単位未満は切捨て。
（注 ₂ ） 外貨建資産は、期末の時価を対顧客直物電信売買相場の仲値をもとに投資

信託協会の定める計算方法により算出されるレートで邦貨換算したもので
す。なお、₁₂月 ₈ 日における邦貨換算レートは、 ₁ アメリカ・ドル＝
₁₂₁. ₅₈円、 ₁ インド・ルピー＝₁. ₉₈円です。

（注 ₃ ） ダイワ・インド株マザーファンドにおいて、第₂₆期末における外貨建純資
産（₂, ₃₆₃, ₃₄₀千円）の投資信託財産総額（₂, ₄₅₉, ₄₁₄千円）に対する比率
は、₉₆. ₁% です。

■資産、負債、元本および基準価額の状況
（₂₀₁₄年 ₉ 月 ₈ 日）、（₂₀₁₄年₁₂月 ₈ 日）現在

項 目 第 25 期 末 第 26 期 末
（Ａ）資 産 ₅40， 941， 481円 9₅1， 2₇₆， 9₇8円

コ ー ル ・ ロ ー ン 等 ₆₀, ₂₇₆, ₅₁₄  ₁₄₄, ₉₃₉, ₇₀₁  
ダ イ ワ ・ イ ン ド 株
マザーファンド（評価額） ₄₈₀, ₆₆₄, ₉₆₇  ₈₀₆, ₃₃₇, ₂₇₇  

（Ｂ）負 債 4₇， 898， ₇₇₅  130， 1₇₇， 2₇₇  
未 払 収 益 分 配 金 ₃₇, ₁₅₂, ₄₈₇  ₁₂₂, ₀₇₈, ₅₇₁  
未 払 解 約 金 ₈, ₆₉₁, ₉₄₆  ₄, ₉₂₂, ₄₅₆  
未 払 信 託 報 酬 ₂, ₀₄₈, ₂₈₇  ₃, ₁₆₀, ₈₃₀  
そ の 他 未 払 費 用 ₆, ₀₅₅  ₁₅, ₄₂₀  

（Ｃ）純資産総額（Ａ－Ｂ） 493， 042， ₇0₆  821， 099， ₇01  
元 本 ₄₆₄, ₄₀₆, ₀₉₄  ₇₆₂, ₉₉₁, ₀₇₄  
次 期 繰 越 損 益 金 ₂₈, ₆₃₆, ₆₁₂  ₅₈, ₁₀₈, ₆₂₇  

（Ｄ）受 益 権 総 口 数 4₆4， 40₆， 094口 ₇₆2， 991， 0₇4口
1 万口当り基準価額（Ｃ／Ｄ） 10， ₆1₇円 10， ₇₆2円

＊ 第₂₄期末における元本額は₄₃₄, ₄₄₆, ₈₅₄円、当作成期間（第₂₅期～第₂₆期）中に
おける追加設定元本額は₅₀₉, ₅₆₅, ₉₈₂円、同解約元本額は₁₈₁, ₀₂₁, ₇₆₂円です。

＊第₂₆期末の計算口数当りの純資産額は₁₀, ₇₆₂円です。

■損益の状況
第₂₅期　自₂₀₁₄年 ₆ 月₁₀日　至₂₀₁₄年 ₉ 月 ₈ 日
第₂₆期　自₂₀₁₄年 ₉ 月 ₉ 日　至₂₀₁₄年₁₂月 ₈ 日

項 目 第　₂₅　期 第　₂₆　期
（Ａ）配 当 等 収 益 1， ₇3₆円 2， ₆8₅円

受 取 利 息 ₁, ₇₃₆  ₂, ₆₈₅
（Ｂ）有価証券売買損益 3₇， ₇03， 082  112， 42₇， 341

売 買 益 ₃₈, ₇₃₆, ₁₆₀  ₁₂₀, ₇₅₁, ₀₂₉
売 買 損 △ ₁, ₀₃₃, ₀₇₈  △ ₈, ₃₂₃, ₆₈₈

（Ｃ）信 託 報 酬 等 △ 2， 0₅4， 342  △ 3， 1₇0， 19₅
（Ｄ）当期損益金（Ａ＋Ｂ＋Ｃ） 3₅， ₆₅0， 4₇₆  109， 2₅9， 831
（Ｅ）前期繰越損益金 ₇2， ₆₆₆， ₅9₇  ₆1， 13₇， 2₇3
（Ｆ）追加信託差損益金 △ 42， ₅2₇， 9₇4  9， ₇90， 094

（配 当 等 相 当 額）（ ₅₂, ₈₆₃, ₉₀₁） （ ₁₄₂, ₇₇₉, ₉₉₁）
（売 買 損 益 相 当 額）（△ ₉₅, ₃₉₁, ₈₇₅） （△ ₁₃₂, ₉₈₉, ₈₉₇）

（Ｇ）合 計（Ｄ＋Ｅ＋Ｆ） ₆₅， ₇89， 099  180， 18₇， 198
（Ｈ）収 益 分 配 金 △ 3₇， 1₅2， 48₇  △ 122， 0₇8， ₅₇1

次期繰越損益金（Ｇ＋Ｈ） 28， ₆3₆， ₆12  ₅8， 108， ₆2₇
追 加 信 託 差 損 益 金 △ ₄₂, ₅₂₇, ₉₇₄  ₉, ₇₉₀, ₀₉₄

（配 当 等 相 当 額）（ ₅₂, ₈₆₃, ₉₀₁） （ ₁₄₂, ₇₇₉, ₉₉₁）
（売 買 損 益 相 当 額）（△ ₉₅, ₃₉₁, ₈₇₅） （△ ₁₃₂, ₉₈₉, ₈₉₇）
分 配 準 備 積 立 金 ₇₁, ₁₆₄, ₅₈₆  ₄₈, ₃₁₈, ₅₃₃

（注 ₁ ） 信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表示しておりま
す。

（注 ₂ ） 追加信託差損益金とは、追加信託金と元本との差額をいい、元本を下回る
場合は損失として、上回る場合は利益として処理されます。

（注 ₃ ） 収益分配金の計算過程は「収益分配金の計算過程（総額）」の表を参照。

■収益分配金の計算過程（総額）
項 目 第 25 期 第 ₂₆ 期

（ａ）経 費 控 除 後 の 配 当 等 収 益 ₂, ₅₃₁, ₄₀₉円 ₁, ₂₀₄, ₄₅₃円
（ｂ）経費控除後の有価証券売買等損益 ₃₃, ₁₁₉, ₀₆₇ ₁₀₈, ₀₅₅, ₃₇₈
（ｃ）収 益 調 整 金 ₅₂, ₈₆₃, ₉₀₁ ₁₄₂, ₇₇₉, ₉₉₁
（ｄ）分 配 準 備 積 立 金 ₇₂, ₆₆₆, ₅₉₇ ₆₁, ₁₃₇, ₂₇₃
（ｅ）当期分配対象額（ａ＋ｂ＋ｃ＋ｄ） ₁₆₁, ₁₈₀, ₉₇₄ ₃₁₃, ₁₇₇, ₀₉₅
（ｆ）分 配 金 ₃₇, ₁₅₂, ₄₈₇ ₁₂₂, ₀₇₈, ₅₇₁
（ｇ）翌期繰越分配対象額（ｅ－ｆ） ₁₂₄, ₀₂₈, ₄₈₇ ₁₉₁, ₀₉₈, ₅₂₄
（ｈ）受 益 権 総 口 数 ₄₆₄, ₄₀₆, ₀₉₄口 ₇₆₂, ₉₉₁, ₀₇₄口
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【本資料は、受益者のみなさまにファンドの運用状況をお知らせするためのものであり、投資の勧誘を目的としたものではありません。】

収 益 分 配 金 の お 知 ら せ

1 万 口 当 り 分 配 金
第2₅期 第2₆期
800円 1， ₆00円

（単　　　価） ︵10， ₆1₇円 ︶ ︵10， ₇₆2円 ︶
●〈分配金再投資コース〉をご利用の方の税引き分配金は、上記（　）内の基準価額に基づいて自動的に再投資いたしました。

　当ファンドは少額投資非課税制度「ＮＩＳＡ（ニーサ）」の適用対象です。非課税口座における取扱いについては販売会社にお問い
合わせください。

分配金の課税上の取扱いについて
・分配金には、課税扱いとなる「普通分配金」と、非課税扱いとなる「元本払戻金（特別分配金）」があります。
・分配落ち後の基準価額が個別元本と同額または個別元本を上回る場合には、分配金の全額が普通分配金となります。
・分配落ち後の基準価額が個別元本を下回る場合には、下回る部分の額が元本払戻金（特別分配金）、残りの額が普通分配金です。
・元本払戻金（特別分配金）が発生した場合は、分配金発生時における個々の受益者の個別元本から当該元本払戻金（特別分配金）

を控除した額が、その後の個々の受益者の個別元本となります。
・普通分配金については、₂₀. ₃₁₅％（所得税₁₅％、復興特別所得税₀. ₃₁₅％および地方税 ₅ ％）の税率による源泉徴収が行なわれ、申

告不要制度が適用されます。なお、確定申告を行ない、申告分離課税または総合課税（配当控除の適用はありません。）を選択する
こともできます。

・法人の受益者の場合、税率が異なります。
・税法が改正された場合等には、上記の内容が変更になることがあります。くわしくは、販売会社にお問い合わせください。
・課税上の取扱いの詳細につきましては、税務専門家等にご確認されることをお勧めします。

復興特別所得税ならびに証券税制の軽減税率の廃止に関するお知らせ
・₂₀₁₃年 ₁ 月 ₁ 日から普通分配金ならびに解約時または償還時の差益に対し、所得税に₂. ₁％の率を乗じた復興特別所得税が課されて

います。また、証券税制の軽減税率は₂₀₁₃年₁₂月₃₁日をもって廃止されています。そのため₂₀₁₃年 ₁ 月 ₁ 日から₂₀₁₃年₁₂月₃₁日ま
では₁₀. ₁₄₇％（所得税 ₇ ％、復興特別所得税₀. ₁₄₇％および地方税 ₃ ％）、₂₀₁₄年 ₁ 月 ₁ 日以降は₂₀. ₃₁₅％（所得税₁₅％、復興特別
所得税₀. ₃₁₅％および地方税 ₅ ％）の税率が適用されます。

・復興特別所得税に係る記載がされた目論見書の再交付をご希望される受益者の方につきましては、その旨を販売会社までお申し出
ください。

《お知らせ》
●運用報告書（全体版）の電子交付について

　2014年12月 1 日施行の法改正により、運用報告書は「交付運用報告書」と「運用報告書（全体版）」（本書）の 2 種類になりま
したが、「運用報告書（全体版）」については、交付に代えて電子交付する旨を信託約款に定めました。

●書面決議手続きの改正について
　重大な約款変更や繰上償還の際に行なう書面決議について、2014年12月 1 日施行の法改正により以下の点が変更されたことに
伴い、信託約款の該当箇所の変更を行ないました。
・ 書面決議の可決要件が、「受益者の半数以上の賛成かつ受益者の保有する議決権の 3 分の 2 以上の賛成を得ること」から「受益

者の保有する議決権の 3 分の 2 以上の賛成を得ること」に変更されました。
・ 投資信託の併合を行なう際、すべての場合で書面決議が必要とされてきましたが、その併合が受益者の利益に及ぼす影響が軽

微なものであるときは、当該併合に関する書面決議が不要となりました。
・ 書面決議に反対した受益者による受益権買取請求の規定について、一部解約請求に応じる投資信託（当ファンドは該当します。）

には適用されなくなりました。
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運用報告書　第 8 期　（決算日　2014年12月 8 日）

（計算期間　₂₀₁₃年₁₂月₁₀日～₂₀₁₄年₁₂月 ₈ 日）

　ダイワ・インド株マザーファンドの第 ₈ 期にかかる運用状況をご報告申し上げます。

★当ファンドの仕組みは次の通りです。

運 用 方 針 信託財産の成長をめざして運用を行ないます。

主要投資対象 インドまたはその他の国の金融商品取引所に上場（上場予定を含みます。）するインドの企業
の株式およびＤＲ（預託証書）

運 用 方 法

①インドの企業の株式（ＤＲを含みます。）から企業のファンダメンタルズ、成長性等を総合
的に勘案して銘柄選択を行ないます。
②株式（ＤＲを含みます。）の組入比率は、原則として高位（信託財産の純資産総額の80％程
度以上）とします。
③保有外貨建資産について、為替変動リスクを回避するための為替ヘッジは行ないません。

株式組入制限 無制限

東京都千代田区丸の内一丁目 9 番 1 号
h t t p : / / w w w . d a i w a－a m . c o . j p /
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年　月　日
基準価額 ＭＳＣＩインド指数

（配当込み、円換算）株　　式
組入比率

株式先物
比　　率

騰落率 （参考指数） 騰落率
円 ％ ％ ％ ％

（期首）₂₀₁₃年₁₂月 ₉ 日 ₁₀, ₅₁₆ ― ₉, ₂₄₂ ― ₉₃. ₂ ₃. ₈
₁₂月末 ₁₀, ₉₃₉ ₄. ₀ ₉, ₅₆₉ ₃. ₅ ₉₃. ₃ ₄. ₁

₂₀₁₄年 ₁ 月末 ₁₀, ₂₆₈ △ ₂. ₄ ₈, ₉₅₁ △ ₃. ₁ ₉₁. ₆ ₃. ₃
₂ 月末 ₁₀, ₅₉₇ ₀. ₈ ₉, ₁₃₀ △ ₁. ₂ ₉₀. ₈ ₃. ₃
₃ 月末 ₁₁, ₆₂₂ ₁₀. ₅ ₉, ₉₈₈ ₈. ₁ ₉₃. ₂ ₃. ₆
₄ 月末 ₁₁, ₆₉₂ ₁₁. ₂ ₉, ₉₄₇ ₇. ₆ ₉₁. ₂ ₄. ₀
₅ 月末 ₁₃, ₀₈₁ ₂₄. ₄ ₁₀, ₇₉₆ ₁₆. ₈ ₈₆. ₉ ₄. ₀
₆ 月末 ₁₃, ₂₆₁ ₂₆. ₁ ₁₁, ₀₄₃ ₁₉. ₅ ₉₃. ₂ ₄. ₄
₇ 月末 ₁₄, ₀₅₉ ₃₃. ₇ ₁₁, ₆₈₈ ₂₆. ₅ ₉₃. ₆ ₃. ₃
₈ 月末 ₁₄, ₃₂₉ ₃₆. ₃ ₁₁, ₉₃₃ ₂₉. ₁ ₉₄. ₈ ₃. ₃
₉ 月末 ₁₅, ₁₀₄ ₄₃. ₆ ₁₂, ₄₃₄ ₃₄. ₅ ₉₂. ₂ ₃. ₂
₁₀月末 ₁₅, ₁₆₀ ₄₄. ₂ ₁₂, ₆₀₆ ₃₆. ₄ ₉₅. ₅ ₃. ₃
₁₁月末 ₁₇, ₀₆₆ ₆₂. ₃ ₁₄, ₁₀₀ ₅₂. ₆ ₈₈. ₄ ₃. ₄

（期末）₂₀₁₄年₁₂月 ₈ 日 ₁₇, ₅₄₁ ₆₆. ₈ ₁₄, ₃₅₉ ₅₅. ₄ ₉₃. ₂ ₃. ₅
（注 ₁ ）騰落率は期首比。
（注 ₂ ） ＭＳＣＩインド指数（配当込み、円換算）は、ＭＳＣＩ Inc.の承諾を得て、

ＭＳＣＩインド指数（配当込み、インド・ルピー建て）をもとに円換算し、
当ファンド設定日を₁₀, ₀₀₀として大和投資信託が計算したものです。ＭＳＣ
Ｉインド指数は、ＭＳＣＩ Inc.が開発した株価指数で、同指数に対する著
作権、知的所有権その他一切の権利はＭＳＣＩ Inc.に帰属します。またＭ
ＳＣＩ Inc.は、同指数の内容を変更する権利および公表を停止する権利を
有しています。

（注 ₃ ） 海外の指数は、基準価額への反映を考慮して、現地前営業日の終値を採用し
ています。

（注 ₄ ）株式先物比率は買建比率－売建比率です。

《運用経過》
◆基準価額等の推移について
【基準価額・騰落率】

期首：₁₀, ₅₁₆円　期末：₁₇, ₅₄₁円　騰落率：₆₆. ₈%
【基準価額の主な変動要因】

インドの企業の株式に投資した結果、インド株式市況が上昇したこ
とや為替相場において円安インド・ルピー高が進んだことが寄与し
て、基準価額は値上がりしました。

◆投資環境について
○インド株式市況

インド株式市況は上昇しました。
期首から₂₀₁₄年 ₅ 月上旬にかけては、総選挙における政権交代や

経済構造改革の推進期待等から上昇基調となりました。その後も、
総選挙でモディ氏が率いる野党ＢＪＰ（インド人民党）が単独過半
数を獲得し、モディ政権による外資企業の投資活性化政策や補助金
削減等による財政赤字削減に対する期待感から買い優勢となりまし
た。 ₉ 月上旬から₁₀月中旬にかけては、鉱工業生産の伸び率が市場
予想を下回ったことや、欧州および中国の景気悪化懸念等から売り
に押される展開となりました。その後は、原油市況の下落によるイ
ンフレ低減が見込まれたことや、₂₀₁₅年早期の利下げ実施による経
済成長加速期待などを背景に再び上昇基調となり期末を迎えまし
た。

○為替相場
円に対してインド・ルピーは上昇しました。
インド準備銀行（中央銀行）の為替介入観測などを背景にイン

ド・ルピーが対米ドルでやや下落した一方で、日銀の追加金融緩和
の実施や日本の₂₀₁₄年 ₇ － ₉ 月期ＧＤＰ（国内総生産）成長率が市
場予想を大幅に下回ったことを背景に円安米ドル高が進んだ結果、
円安インド・ルピー高となりました。

◆前期における「今後の運用方針」
・個別銘柄の株価動向を踏まえ、財務内容が良好で中長期的に高い

利益成長が見込まれる企業を中心としたポートフォリオとする方
針です。

・コスト優位性と高い製品開発力などを武器に海外での高い売上成
長が期待される情報技術やヘルスケア株に、高い投資妙味がある
と考えています。

・規制緩和や企業の資金需要回復の恩恵が期待される金融株にも、
投資妙味があると考えています。

・安定した収益成長が予想される生活必需品や電気通信サービス株
に関しては、投資環境や競争力の変化などを見極めてまいりま
す。

・一方で、高い政策金利から、受注見通しの下方修正や利益率の低
下が懸念される機械やエンジニアリングなどの資本財・サービス
株に関しては、事業環境の変化を注視しつつ、慎重なスタンスで
投資を行なってまいります。

◆ポートフォリオについて
高い利益成長が見込まれる銘柄に分散投資を行ないました。業種で

は、海外での売上高増加が見込まれるＩＴサービス企業を中心とした
情報技術セクターや、所得水準の向上や民間消費の拡大に伴い業績拡
大が見込まれる金融セクターを組入上位としました。個別銘柄では、
欧州での受注拡大や対米ドルでのインド・ルピーの下落による業績拡
大が見込まれた INFOSYS LTD（情報技術）や、住宅ローンの需要拡
大 や 調 達 金 利 の 低 下 に よ る 業 績 改 善 が 見 込 ま れ た HOUSING 
DEVELOPMENT FINANCE（金融）を組入上位としました。

◆ベンチマークとの差異について
当ファンドは運用の目標となるベンチマークを設けておりません。

当ファンドの基準価額の騰落率は₆₆. ₈%、参考指数の騰落率は₅₅. ₄%
でした。

《今後の運用方針》
　企業の成長力に着目し、インド経済の長期的な成長の恩恵を享受する
銘柄への投資を行なう方針です。業種では、インフレ率の低下を背景と
した今後の利下げ見通しから業績拡大が予想される銀行を中心とした金
融セクターに注目しています。

18, 000

16, 000

14, 000

12, 000

10, 000

8, 000

（円）

期　首
（2013. 12. 9）

期　末
（2014. 12. 8）

■当期中の基準価額の推移
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ダイワ・インド株マザーファンド

■売買および取引の状況
（1）株　　　式

（₂₀₁₃年₁₂月₁₀日から₂₀₁₄年₁₂月 ₈ 日まで）
買　　　　付 売　　　　付

株　　数 金　　額 株　　数 金　　額
外
　
国

百株 千インド・ルピー 百株 千インド・ルピー

イ ン ド ₃₆, ₈₈₃. ₆₂  ₁, ₁₉₂, ₇₁₂ ₄₇, ₃₇₀. ₈₅ ₁, ₈₄₂, ₄₄₆ 
（ ₂, ₃₄₀） （ ―） 

（注 ₁ ）金額は受渡し代金。
（注 ₂ ） （　）内は株式分割、合併等による増減分で、上段の数字には含まれており

ません。
（注 ₃ ）金額の単位未満は切捨て。

（2）先物取引の種類別取引状況
（₂₀₁₃年₁₂月₁₀日から₂₀₁₄年₁₂月 ₈ 日まで）

種　類　別 買　　　建 売　　　建
新規買付額 決 済 額 新規売付額 決 済 額

外
国

百万円 百万円 百万円 百万円
株式先物取引 ₉₀₅  ₉₄₂  ― ― 

（注 ₁ ）金額は受渡し代金。
（注 ₂ ）単位未満は切捨て。

■ 1 万口当りの費用の明細
項 目 当　　　期

売買委託手数料 110円
（株式） （ 108）
（先物） （ 2）

有価証券取引税 34
（株式） （ 34）

その他費用 268
（保管費用） （ 35）
（その他） （ 233）

合　　　　　　　計 412
（注 ₁ ） 期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は追加、解約によって

受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果です。費用の項
目および算出法については ₆ ページ（ ₁ 万口当りの費用の明細の項目の概
要）をご参照ください。

（注 ₂ ）各項目ごとに円未満は四捨五入してあります。

■主要な売買銘柄
株　　　　　式

（₂₀₁₃年₁₂月₁₀日から₂₀₁₄年₁₂月 ₈ 日まで）
当　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　期

買　　　　　　　　　　　付 売　　　　　　　　　　　付
銘　　　　　柄 株　数 金　額 平均単価 銘　　　　　柄 株　数 金　額 平均単価

千株 千円 円 千株 千円 円
MARUTI SUZUKI INDIA LTD（インド）  ₂₄ ₁₄₀, ₉₅₃ ₅, ₈₇₃  HDFC BANK LTD（インド）  ₁₃₂ ₁₇₆, ₀₀₉ ₁, ₃₃₃ 
BANK OF BARODA（インド）  ₉₄ ₁₀₅, ₉₀₂ ₁, ₁₂₆  TATA CONSULTANCY SVCS LTD（インド）  ₃₈ ₁₄₀, ₇₁₈ ₃, ₇₀₃ 
MOTHERSON SUMI SYSTEMS LTD（インド）  ₁₇₀ ₉₁, ₉₉₃ ₅₄₁  INFOSYS LTD（インド）  ₂₀ ₁₂₄, ₅₆₄ ₆, ₂₂₈ 
TATA CONSULTANCY SVCS LTD（インド）  ₁₉. ₅  ₈₇, ₂₃₄ ₄, ₄₇₃  LARSEN & TOUBRO LTD（インド）  ₅₃ ₁₂₄, ₁₀₆ ₂, ₃₄₁ 
AMTEK AUTO LTD（インド）  ₂₀₉. ₉₁₄ ₈₇, ₀₆₆ ₄₁₄  BANK OF BARODA（インド）  ₇₈. ₈₇₂ ₁₂₁, ₀₈₈ ₁, ₅₃₅ 
TATA STEEL LTD（インド）  ₉₅  ₇₈, ₈₇₃ ₈₃₀  RELIANCE INDUSTRIES LTD（インド）  ₇₅ ₁₁₇, ₈₆₉ ₁, ₅₇₁ 
ACC LTD（インド）  ₃₄ ₇₀, ₆₈₄ ₂, ₀₇₈  ITC LTD（インド）  ₁₇₆ ₁₀₃, ₉₂₂ ₅₉₀ 
POWER GRID CORP OF INDIA LTD（インド）  ₃₂₀ ₆₈, ₉₁₈ ₂₁₅  HOUSING DEVELOPMENT FINANCE（インド）  ₆₈ ₉₅, ₂₄₆ ₁, ₄₀₀ 
INFOSYS LTD（インド）  ₁₁. ₅  ₆₇, ₉₂₉  ₅, ₉₀₆  ICICI BANK LTD（インド）  ₃₄ ₈₇, ₄₆₂ ₂, ₅₇₂ 
TATA MOTORS LTD（インド）  ₉₄  ₆₄, ₇₉₉  ₆₈₉  MARUTI SUZUKI INDIA LTD（インド）  ₃₁ ₈₄, ₃₈₉ ₂, ₇₂₂ 

（注 ₁ ）金額は受渡し代金。
（注 ₂ ）金額の単位未満は切捨て。
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ダイワ・インド株マザーファンド

■組入資産明細表
（1）外 国 株 式

銘　　　　　　　　　　　柄
期　　首 当 期 末

業 種 等株　　数 株　　数 評 価 額
外 貨 建 金 額 邦貨換算金額

百株 百株 千インド・ルピー 千円 
（インド）
TATA STEEL LTD ₄₄₀ ₉₅₀ ₄₃, ₈₀₉ ₈₆, ₇₄₂ 素材
CIPLA LTD ₃₀₀ ― ― ― ヘルスケア
AXIS BANK LTD ₁₃₀ ₅₀₀ ₂₄, ₉₂₇ ₄₉, ₃₅₆ 金融
MARUTI SUZUKI INDIA LTD ₂₆₀ ₁₉₀ ₆₄, ₇₉₁ ₁₂₈, ₂₈₇ 一般消費財・サービス
OBEROI REALTY LTD ― ₄₀₀ ₁₀, ₉₃₀ ₂₁, ₆₄₁ 金融
BANK OF BARODA ― ₁₅₁. ₂₈ ₁₆, ₇₀₉ ₃₃, ₀₈₅ 金融
ASIAN PAINTS LTD ― ₂₀₀ ₁₅, ₆₉₃ ₃₁, ₀₇₂ 素材
HINDUSTAN PETROLEUM CORP ₆₀₆. ₉₂ ― ― ― エネルギー
STATE BANK OF INDIA ₁₄₀ ₁, ₁₀₀ ₃₄, ₉₃₀ ₆₉, ₁₆₂ 金融
UNITED SPIRITS LTD ₁₄₀ ― ― ― 生活必需品
CESC LTD ― ₁₆₀ ₁₁, ₂₀₄ ₂₂, ₁₈₃ 公益事業
IDEA CELLULAR LTD ₁, ₀₀₀ ― ― ― 電気通信サービス
PUNJAB NATIONAL BANK ₁₄₀. ₁ ― ― ― 金融
GLENMARK PHARMACEUTICALS LTD ₁₆₀ ― ― ― ヘルスケア
MARICO LTD ― ₃₀₀. ₁₈ ₉, ₈₄₈ ₁₉, ₅₀₀ 生活必需品
ADANI PORTS AND SPECIAL ECON ― ₃₅₀ ₉, ₉₅₉ ₁₉, ₇₁₉ 資本財・サービス
KOTAK MAHINDRA BANK LTD ₁₅₀ ₂₀₀ ₂₄, ₈₀₈ ₄₉, ₁₁₉ 金融
OIL INDIA LTD ₇₇₀. ₆₅ ― ― ― エネルギー
AUROBINDO PHARMA LTD ― ₁₂₅ ₁₄, ₀₇₂ ₂₇, ₈₆₃ ヘルスケア
DIVI＇S LABORATORIES LTD ₂₅₃. ₂₈ ₅₃. ₂₈ ₉, ₀₀₅ ₁₇, ₈₃₀ ヘルスケア
GODREJ CONSUMER PRODUCTS LTD ₂₄₉. ₆₃ ― ― ― 生活必需品
KANSAI NEROLAC PAINTS LTD ₁. ₈₆ ― ― ― 素材
LUPIN LTD ₃₃₀ ― ― ― ヘルスケア
MAX INDIA LTD ― ₄₅₀ ₁₇, ₈₁₃ ₃₅, ₂₇₀ 金融
MOTHERSON SUMI SYSTEMS LTD ₂₉₀ ₁, ₅₃₅ ₆₄, ₉₅₃ ₁₂₈, ₆₀₇ 一般消費財・サービス
SHRIRAM TRANSPORT FINANCE ― ₁₈₀ ₂₁, ₂₀₇ ₄₁, ₉₉₁ 金融
TECH MAHINDRA LTD ₃₂₀ ₂₁₀ ₅₄, ₉₈₁ ₁₀₈, ₈₆₂ 情報技術
YES BANK LTD ― ₄₃₀ ₃₂, ₂₇₅ ₆₃, ₉₀₆ 金融
EMAMI LTD ₃₀₆ ₁₆₆ ₁₂, ₉₁₉ ₂₅, ₅₈₁ 生活必需品
TORRENT PHARMACEUTICALS LTD ― ₁₁₀ ₁₂, ₃₀₇ ₂₄, ₃₆₈ ヘルスケア
COAL INDIA LTD ₅₅₀ ― ― ― エネルギー
BHARTI INFRATEL LTD ₁, ₀₄₀ ₃₅₀ ₁₀, ₈₃₉ ₂₁, ₄₆₂ 電気通信サービス
ARVIND LTD ₁, ₆₂₀ ₅₀₀ ₁₄, ₅₅₇ ₂₈, ₈₂₃ 一般消費財・サービス
EROS INTERNATIONAL MEDIA LTD ― ₇₃₆. ₉₇ ₂₆, ₄₈₃ ₅₂, ₄₃₆ 一般消費財・サービス
MINDTREE LTD ― ₈₀ ₉, ₇₁₉ ₁₉, ₂₄₄ 情報技術
GUJARAT PIPAVAV PORT LTD ₃, ₄₄₉. ₅₉ ₁, ₄₄₉. ₅₉ ₂₅, ₂₇₃ ₅₀, ₀₄₁ 資本財・サービス
VARDHMAN TEXTILES LTD ₁₁. ₁₄ ― ― ― 一般消費財・サービス
PI INDUSTRIES LTD ― ₅₁₂. ₀₂ ₂₅, ₆₃₆ ₅₀, ₇₆₀ 素材
KNR CONSTRUCTIONS LTD ― ₄₅₀ ₁₄, ₃₆₆ ₂₈, ₄₄₅ 資本財・サービス
ZEE ENTERTAINMENT ENTERPRISE ₅₂₇. ₃₈ ― ― ― 一般消費財・サービス
TATA CONSULTANCY SVCS LTD ₅₁₀ ₃₂₅ ₈₃, ₈₁₅ ₁₆₅, ₉₅₅ 情報技術
INFOSYS LTD ₃₇₀ ₅₇₀ ₁₁₈, ₀₀₇ ₂₃₃, ₆₅₄ 情報技術
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ダイワ・インド株マザーファンド

銘　　　　　　　　　　　柄
期　　首 当 期 末

業 種 等株　　数 株　　数 評 価 額
外 貨 建 金 額 邦貨換算金額

百株 百株 千インド・ルピー 千円 
LARSEN & TOUBRO LTD ₃₅₅ ― ― ― 資本財・サービス
TATA MOTORS LTD ₇₀₀ ₅₀₀ ₂₆, ₂₆₇ ₅₂, ₀₀₉ 一般消費財・サービス
DR.  REDDY＇S LABORATORIES ₁₄₀ ₈₀ ₂₇, ₁₆₄ ₅₃, ₇₈₄ ヘルスケア
HOUSING DEVELOPMENT FINANCE ₁, ₃₂₀ ₆₄₀ ₇₁, ₃₅₀ ₁₄₁, ₂₇₃ 金融
INFRASTRUCTURE DEV FINANCE ₁, ₀₀₀ ― ― ― 金融
HDFC BANK LTD ₁, ₃₂₀ ― ― ― 金融
ICICI BANK LTD ₂₃₀ ₆₀₀ ₂₁, ₅₈₈ ₄₂, ₇₄₄ その他
RELIANCE INDUSTRIES LTD ₁, ₂₀₀ ₅₅₀ ₅₂, ₆₅₄ ₁₀₄, ₂₅₅ エネルギー
OIL & NATURAL GAS CORP LTD ― ₃₅₀ ₁₂, ₇₈₅ ₂₅, ₃₁₅ エネルギー
ITC LTD ₁, ₇₆₀ ― ― ― 生活必需品
BHARTI AIRTEL LTD ₁, ₂₀₀ ₃₅₀ ₁₂, ₈₇₃ ₂₅, ₄₈₈ 電気通信サービス
SUN PHARMACEUTICAL INDU ₇₆₀ ₃₀₀ ₂₄, ₆₄₆ ₄₈, ₈₀₀ ヘルスケア
HCL TECHNOLOGIES LTD ₄₀₀ ₂₀₀ ₃₁, ₉₃₆ ₆₃, ₂₃₃ 情報技術

フ ァ ン ド 合 計 株 　 数、 金 　 額 ₂₄, ₄₅₁. ₅₅ ₁₆, ₃₀₄. ₃₂ ₁, ₁₁₇, ₁₁₂ ₂, ₂₁₁, ₈₈₁ 
銘 柄 数 ＜ 比 率 ＞ ₃₉ 銘柄 ₃₈ 銘柄 ＜₉₃. ₂％＞ 

（注 ₁ ）邦貨換算金額は、期末の時価を対顧客直物電信売買相場の仲値をもとに投資信託協会が定める計算方法により算出されるレートで邦貨換算したものです。
（注 ₂ ）＜　＞は純資産総額に対する評価額の比率。
（注 ₃ ）評価額の単位未満は切捨て。

■投資信託財産の構成
₂₀₁₄年₁₂月 ₈ 日現在

項 目 当 期 末
評 価 額 比 率

千円 ％
株         式 ₂, ₂₁₁, ₈₈₁ ₈₉. ₉ 

コ ー ル ・ ロ ー ン 等、 そ の 他 ₂₄₇, ₅₃₃ ₁₀. ₁ 

投 資 信 託 財 産 総 額 ₂, ₄₅₉, ₄₁₄ ₁₀₀. ₀ 
（注 ₁ ）評価額の単位未満は切捨て。
（注 ₂ ） 外貨建資産は、期末の時価を対顧客直物電信売買相場の仲値をもとに投資

信託協会が定める計算方法により算出されるレートで邦貨換算したもので
す。なお、₁₂月 ₈ 日における邦貨換算レートは、 ₁ アメリカ・ドル＝
₁₂₁. ₅₈円、 ₁ インド・ルピー＝₁. ₉₈円です。

（注 ₃ ） 当期末における外貨建純資産（₂, ₃₆₃, ₃₄₀千円）の投資信託財産総額
（₂, ₄₅₉, ₄₁₄千円）に対する比率は、₉₆. ₁% です。

（2）先物取引の銘柄別期末残高（評価額）

銘　　　柄　　　別 当　　　期　　　末
買　建　額 売　建　額

外
国 SGX CNX NIFTY ETS（シンガポール）

百万円 百万円 

₈₃  ― 
（注 ₁ ） 外貨建の評価額は、期末の時価を対顧客直物電信売買相場の仲値をもとに

投資信託協会が定める計算方法により算出されるレートで邦貨換算したも
のです。

（注 ₂ ）単位未満は切捨て。
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ダイワ・インド株マザーファンド

■資産、負債、元本および基準価額の状況
₂₀₁₄年₁₂月 ₈ 日現在

項 目 当 期 末
（Ａ）資 産 2, 4₅9, 414, 994円

コ ー ル  ・ ロ ー ン 等 ₁₈₅, ₉₃₇, ₉₉₉  
株 式（評価額） ₂, ₂₁₁, ₈₈₁, ₈₅₄  
未 収 入 金 ₄₀, ₇₃₀, ₉₆₉  
差 入 委 託 証 拠 金 ₂₀, ₈₆₄, ₁₇₂  

（Ｂ）負 債 8₅, 92₇, ₅₆1  
未 払 金 ₅₅, ₉₂₇, ₅₆₁  
未 払 解 約 金 ₃₀, ₀₀₀, ₀₀₀  

（Ｃ）純 資 産 総 額（Ａ－Ｂ） 2, 3₇3, 48₇, 433  
元 本 ₁, ₃₅₃, ₀₈₆, ₁₂₃  
次 期 繰 越 損 益 金 ₁, ₀₂₀, ₄₀₁, ₃₁₀  

（Ｄ）受 益 権 総 口 数 1, 3₅3, 08₆, 123口
1 万口当り基準価額（Ｃ／Ｄ） 1₇, ₅41円

＊ 期首における元本額は₂, ₃₀₈, ₉₄₅, ₉₀₃円、当期中における追加設定元本額は
₂₂₁, ₅₇₇, ₈₇₈円、同解約元本額は₁, ₁₇₇, ₄₃₇, ₆₅₈円です。

＊ 当期末における当マザーファンドを投資対象とする投資信託の元本額は、ダイ
ワ・ イ ン ド 株 フ ァ ン ド₄₅₉, ₆₈₇, ₁₇₇円、 ダ イ ワ・ ア ジ ア 新 興 国 株 フ ァ ン ド
₅₂₄, ₁₃₃, ₂₅₉円、ダイワ／フィデリティ・アジア ₃ 資産分散ファンド₁₉₃, ₄₂₄, ₈₇₄
円、ダイワ・エマージング＆ジャパン・ファンド₁₅₄, ₉₉₆, ₆₅₃円、ダイワ新興 ₄
カ国株式ファンド（ダイワＳＭＡ専用）₂₀, ₈₄₄, ₁₆₀円です。

＊当期末の計算口数当りの純資産額は₁₇, ₅₄₁円です。

■損益の状況
当期　自₂₀₁₃年₁₂月₁₀日　至₂₀₁₄年₁₂月 ₈ 日

項 目 当 期
（Ａ）配 当 等 収 益 29, 438, ₇₆9円

受 取 配 当 金 ₂₉, ₄₁₇, ₂₇₈
受 取 利 息 ₂₁, ₄₉₁

（Ｂ）有価証券売買損益 1, 0₇9, 1₅3, ₇41
売 買 益 ₁, ₁₈₉, ₂₇₀, ₃₉₇
売 買 損 △ ₁₁₀, ₁₁₆, ₆₅₆

（Ｃ）先物取引等損益 18, 94₆, 3₇4
取 引 益 ₂₃, ₅₅₉, ₂₄₁
取 引 損 △ ₄, ₆₁₂, ₈₆₇

（Ｄ）そ の 他 費 用 △ 43, 813, 128
（Ｅ）当 期 損 益 金（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ） 1, 083, ₇2₅, ₇₅₆
（Ｆ）前期繰越損益金 119, 11₅, ₇₇4
（Ｇ）解 約 差 損 益 金 △ 29₅, 8₆2, 342
（Ｈ）追加信託差損益金 113, 422, 122
（Ｉ）合 計（Ｅ＋Ｆ＋Ｇ＋Ｈ） 1, 020, 401, 310

次期繰越損益金（Ｉ） 1, 020, 401, 310
（注 ₁ ） 解約差損益金とは、一部解約時の解約価額と元本との差額をいい、元本を

下回る場合は利益として、上回る場合は損失として処理されます。
（注 ₂ ） 追加信託差損益金とは、追加信託金と元本との差額をいい、元本を下回る

場合は損失として、上回る場合は利益として処理されます。
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